
 
 

 

令 和 ８ 年 ４ 月 ３ 日  

国家サイバー統括室  

 

「サイバーセキュリティ人材フレームワーク 2026」の公表 

― 産官学で活用しながら、継続的に進化するフレームワーク ― 

 

本日、サイバーセキュリティ人材の確保・育成をより一層、効率的かつ効果的に推進するため、「サ

イバーセキュリティ人材フレームワーク 2026」（以下「フレームワーク」）及びその活用方法を示した

「活用の手引き」（以下「手引き」）を国家サイバー統括室ホームページで公表しました。 

 

本フレームワークは、サイバーセキュリティ人材に求められる多様な役割や技能を体系的に整理

したものです。具体的には、令和７年１０月に設置した「サイバーセキュリティ人材フレームワークに

関する検討会」（座長 後藤厚宏 情報セキュリティ大学院大学教授）において検討を進め、令和８年

２月１７日より実施したパブリックコメントに寄せられたご意見も踏まえ、今般取りまとめました。 

 

今後は、フレームワークを、大企業・中小企業、政府機関、教育機関及びセキュリティ分野を志す

学生など、産官学の幅広い主体に活用いただくことで、サイバーセキュリティ人材の確保・育成に向

けた取り組みの活性化につなげるとともに、サイバーセキュリティをめぐる情勢変化にも的確に対

応できるよう、継続的に進化させていきます。 

 

(手引きに示されている、フレームワークの活用場面の例) 

 組織におけるサイバーセキュリティ体制整備やサイバーセキュリティ人材の採用・配置検討 

 教育・研修プログラムの設計 

 個人のキャリア形成やスキルの可視化による学びの促進 

 

フレームワーク掲載 URL https://www.cyber.go.jp/council/csjinzai/index.html 

 

(以上) 

報道発表 

【本件についての問合せ先】 

内閣官房国家サイバー統括室 

人材政策班 

Tel：03-6205-4125 

Mail：security-jin@cyber.go.jp 

 

https://www.cyber.go.jp/council/csjinzai/index.html
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